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対象症例:対象は大阪府立病院泌尿器科において，昭和47年 1 月より昭和54年 6 月までの 7 年半の
聞に入院した前立腺肥大症 205 例で，全例，気管内挿管麻酔下で手術をおこなった。年令は49---88才
で平均70.8土 6.0才である。術前合併症は， 205例中105例， 51. 4%114疾患にみられ，高血圧症，呼吸
機能低下，腎機能低下，心疾患例が多かった。
〔成績〕
1. 手術時間は，平均92.74 土 17.45分で， 81---100分であった症例が76例， 37.0% と最も多かった。
2. 術中出血量は平均916 :1:: 609~で ， 701---1000miであった症例が64例， 31. 3% と最も多かった。
3 ~術後の肉眼的血尿は，術直後よりほとんどが微血性であるが，その持続期間は平均1.9:14. 2 日で
あり， 24時間以内のものが140例， 68.3% を占めた。後出血をみた症例はなく，術後血尿として失われ
る血液量も 23---46 ml! と少量であった。
4. 術後尿道カテーテル留置期間は平均10.59 :1:: 6.03 日であった。




8. 術後合併症は30.7% にみられ，創の一部移聞が1例列 9.2% と最も多く，重篤なものとして血清肝
炎 3 例， 1. 5%，脳内出血，消化管出血，肺炎が各 2 例， 0.98% づつみられ，脳内出血の 2例が死亡
した。
9. 術後在院日数は平均27.5 :1:: 14.6 日で，長期入院例の内，家庭の事情によるものが約%を占めた。
10. 術後における夜間排尿回数の変化を， 52例で調べた。退院時頻尿を訴えるものが多かったが，半




12. 前立腺癌の予後は， Stage C であった 1 例を除き全例再発をみていない。死亡は 3 例あり，死因










する方法を開発した。同法を用いて過去 7 年間に亘り 205 例の前立腺肥大症の治療を行った成績を検
討した結果，本法は術中出血量がやや多く，また手術時聞が延長するという欠点があるが，術後の肉
眼的血尿の持続期間が極めて短かく，尿路感染症の合併頻度が低く，且つ夜間頻尿の改善効果が著明
であるという利点があることを確認した。また同法により前立腺癌の1例列を発見しえたことは，前立
腺潜在癌に対する根治的療法として臨床的に高く評価し得るものである。
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